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青年の手でかちえた「定休日J運動
について(社会教育主事の一考察〉

石渡輝道

l はじめに

知床半島のほぼ中央部に、南北に長く伸びている漁業の街、羅臼町、世帯数 2.2 0 0戸、人口

7.9 0 0余名、 6 5 %らu二が漁業関係で生計をたてている。背に知床遠山、前は根室海峡、そして26

km離れたところには北方領土、国後鳥がある。天気の良い自には手にとるように良く見える。 ζ こは

日本でも有数の漁業墓地である。主にさけ・ます・すけそう・昆布で年間 172億円(昭和 56年度

謂〉の水揚げをしている。また秘境知床として、年間 62万人もの観光客でにぎわっている。それに

も増して麟[15 6年 6月から斜A.緩白を結ぶ知床横断道路の開通により今まで以上に観光客が増え

る傾向にある。漁業で成りたっているこの町は、さけ・ますをとる定置漁業、 1 9 L未満の船で 1-

2日もかけ遠くで漁をする漁業者、小さな般で夫婦で雑魚をとっている漁業者、うに・昆布をとったり

養殖見布で生計をたてている漁業者、労働を売って通称「震いjで生活している者等に分けられる.

漁業といえば、まず魚がいるま寺にとれるだけとる乙ととされて来た。海が荒れていては船は出せない。

ζの様に人的にはどうにもならない自然棺手の職業である。それゆえに定められた休日はなく、青年

活動はもとより婦人活動、町内会の集りですら満足に出来る状態ではなかった。特に青年逢には、き

まった休日がないことで部丁的事業や活動は計画的になかなか出来ない。また天候が悪く海に出られ

ない日があっても、その時は締の修浬で休めず、網の修理がなくても家のことがたまっていて自分の

自由にはなかなかなれないのである。それらL上に仲間と休みが違うのである。

2 運動にとりくんだ動機

昭和 46年生月 20日緩臼町青年団体協議会t以後羅育協という〉が総会で今年度の活動方針の中

iζ町民の「定休日J設定運動をとり上げたのである。しかし ζの活動方針をかかげ、いざ運動に入る

なり青年自身があまりにも自分遂の町のことを知らなすぎた ζとに気がついたのである。それらL上に

漁業の衡でありながら漁業についてあまりにも知らなかったのである。もう一つおもしろいζとは、

漁業をテーマに話し合った ζとすらなかったのである。そのことに気づいたのと同時に、自分逮が今

置かれている立場、悩み、青年活動の不活発の原思等いろいろ問題点が浮き影りになって来た。しか

しどれをみてもその基にあるのは「休日Jの問題であフた。それ程、青年達には、いや ζの!lITには

f休日jというものが重要な喜空間である ζ とがわかった。そしてこの運動の第 1歩は漁業を知るとい

うことから動き出したのである。
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3 運動推進の実際

経育協ではまず最初に組織下の 7単位団体t各地域一町内会ーに組織されている青年会の連合体が

緯育協である〉で

1. 休日が本当に必要かどうか

2. 必要ならJ1何回又は何回までとれると思うか

3. 職業別の定休日はどうなっているか

告. 漁業でも休日はとれるのか

というように少h ゑ体的lζ動き出したのである。時に 7月 7Bの役員会での ζ とである。それと問時

に、例年実施している「働く若人の祭典Jについても、今までとは方法を変えて多く集る方策を考え

てみようと云うことになった。 ζれは町内 16オから 25才までの青年を一堂に会して、一日楽しく

運動会を行う事業で、 ζζ羅臼の青年連の一大祭典とされていた。しかしいつも云われているが900

名余もいるにもかかわらず毎年 100名前後のため、一部の者だけの祭典でしかない。 ζれでは「若

人の祭典Jではないとの事。そ ζで乙の日だけでも-B休みにしてほしいと各関係機関や親方衆に文

書撃で理解を求めたのである。また役員は 1戸1戸理解を得る為説明して巡ったのである。しかし結果

は変らず、{1IJ年通りであった。時間は少b かかったが 12月9臼にやっと各単位団体より次の様に意

見が集約されて出て来た。

1. 毎週公務員のように 1Bは休日が必要

2. 各漁期ごと (ζれは、すけそうから昆布l乙変る時とか、夏漁からさけ漁に変る時とかである。)

に拘日かまとめて休日を

8‘ 毎月 1回でいいから完全に休日を

休日の希望についてはらu二のようにまとめられた。またこの話しの中でどんなに忙しくても、自然、

を相手の職業でも、青年が同じ臼に休み、それを活動や研修に活用することが大切ではないかという

意見がまとまり、月 1回第8日曜日をとりあえず「脊年のBJと決め運動を展開したのである。そし

て商工関係、漁業関係の代表者と話し合いをもったのである。

書道工会では、現在第 l・3日藤田を定休日としているが、守られている腐と、必要にttじて休んで

いる庄、会々休みのない底等いろいろある、 ζれを今後完全実施するよう指導していくようにしたい

ということになフた。

漁協組合では、魚は海を泳いでいるもの、いる時に獲らなくてはいけない。また海が荒れた時には

休むのだからあらためで休日は必要ない。しかし健康管理よから考えるとそうばかりは去っておられ

ないので、今後考えてみたいとの乙とである。

年も明け l月 28日には婦人自体協議会との話し合いがもたれた.婦人側も、休日は必要であると

考えている。それは青年活動と向じ様に休みがないため、活動も君、うように出来ない。それらしj二に子
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ども遼との会話、旅行、なども職業上全く出来ないのが現状である。そこで婦人も乙の運動を支援す

るとの意見があり、青年遼も意志を強くしたのである。

その領、漁協青年部(ζの組織は、漁協組合の組織下の中で漁業に従事している青年で組織されて

いる〉がたまたま 2-3年前から f漁休日jという ζとで話し合いをして来たが具体的には選動まで

いかず中断していたのである。そこで漁協青年部もこの緩育協の行っている「青年の日j運動に参加

して合同で進めていくという ζ とになり、輸がひとまわり大きくなったのである。

一応この頃になると公務員、団体職員は定められた休日があるので問題外、 l古員関係もある程度指

導により第 1・8または第1日曜日のみか、第8臼熔臼のみといったように休日がもうけられるよう

になって来た。

しかし、一番問題なのは初めからわかつてはいたが漁業関係の休日であった。なかなか兵体的な回

答が見られず何度も話し合いを行ったのである。 ζの草寺わすれていた事に気がついたのである。それ

は説得するための資料不足であった。特に漁業関係が問題でもあり、また ζの時は漁業に全て優先さ

れる町でもある。特に漁協組合がこの f定休日J運動には消極的なことから、漁業に関するものに重

点をおき資料収集に入ったのである。

役員も何班かに分け漁協、役場、無線局、市場、そしてアンケート係というように会員みんな、係

i乙配属して行動が始まったのである。羅育協も漁協青年部も毎夜のように合同研修会を開き討義をし

た。特に漁業従事の青年は経は出来ないのでいつも夜おそくまでかけ資料の収集に、討義にがんばっ

たのである。

資料作成は次のものである。

1. 過去8ヶ年の出漁日数調査

2. 過去3ヶ年の漁獲高と価格調査

3. 町内職業別人口動態調査

4. 金町民の f定休日jの乏か非かのアンケー

ト調査である。その結果は次の通りである。
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第1表から見てもわかるように、昭和44年は、 第 2表 売上高と漁獲高の比家(漁組調べ)

24目、昭和 45年は 21日、昭和 46年は 16 内側売上高

外側漁獲高
日と年々少なくなっていることがわかる。特に昭

和 45年には5f;1lから出漁している ζとがわかっ

た。また年間を通じてはっきりと定休日的になっ

ているのは 6月中勾以降の町民運動会の日と、 7

月2-3臼の羅臼神社の祭典の時であることがわ

かっfこ。

第 2表からはイカが年b減少しているのに対して、

すけそうの漁獲高が増えている ζとがわかる。し

かし金額約には、きけ・ますといった言語級魚が 8

分の l強の売上を占めているO

水揚げされた水産物の単価の変動であるが、す

けそうは全く価格の変化がみられないのにはおど

ろく程である。しかし鮭・昆布は年b高くなって

いる ζとがわかり、特lζ昆布は 5倍以上にもなっ

ている ζとがわかった(第8表)。

根室管内生ケ町の、問調からみても、中標津町

を除く 8町は、いずれも人口減である。しかしそ

の内の 15才から 29才までの年令爆は別海町が

岳%増加しているにもかかわらず、経自密了は11.6

9ももの青年層が減少していることがわかった(第

晶表)。ぞれ以上におどろくととは産業別人口比

では昭和 40年と昭和 46年の漁業青年人口は42

%もの減少がはっきりと数字で表われたものであ

る(第 5表)。
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第33受 水産物の単価の変動(役場水産課謂べ〉
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。町民に対して「定休日j急か非かのアンケート調査

配付数 1. 8 1 ¥)枚L戸)

函収数 ¥) 1 5枚t回収率 5 3 %) 

賛成数 87% 不賛成 7% 

不明 6% 

圧倒的に賛成者が多く、 ζの運動についても理解者が多いことに自信を持ったものである。らしとのよ

うな資料からいろいろの問題点が尚てきた。それは

1. 漁師、漁業従事者の定休日はない。

2. 年々出漁しない日が増えているのはなぜか0

3. 市場が休日なのに船が出るのはなぜか。

4. 漁穫が変って来ている ζとと、売上高で安定しているのは、さけ・ますだけである。 tさけ・ま

すの漁姉は定霞漁業者といって戸数が少ない。)

5. 価格についても不安定である。

6. 青年の人口動態であるが、特に ζの調査中でびっくりした ζとである0(11.6%滅になってい

たことと、そのやでも漁業の青年だけみると 42%もの青年が流出していることで)乙れをどう

考えるかが大きな問題となる。

ζの 7項目についてどう考えるヵ、皆んなで話し合った結果、 ζれは各地域青年会で時簡をかけ話

すことにより、より ζの運動の必要性・重要性が浸透するのではないかという ζ とになった。一方、

各組織や、各!震との話し令いの場をもうけ、 ζの調査内容を説明して討義しあう ζとにしたのである。

L 峯浜地区 2. 春日町から知昭町地区 8 市街地区 4. 海岸町から岬町地区

5. 町内女子青年 6 婦人会 7. イカ釣部会 7. 養殖苦除 等である。それは昭和 U

年 5月26日から 11月7Bまでの期間がかかフた。云うまでもなく夜間ばかりの会合となった。 ζ

の間懇談会の前には充分な打合せ、終ってからはまたその時の話しの内容分析、といった作業を行っ

た。そして ζの期間中の話しを集約すると

1. m場の休日と合せて定休日とすべきだ。
2. 青年はもうすこし職業に意欲を持ってもらいたい。また仕事を真剣lとしてほしい。

3 青年はもうすこし漁業についても勉強してもらいたいし、研修もしてほしい。といったような青年

に対する喪主義が多く出て来たのである。しかしど ζの会合でも同じ様に、青年人口の流出が大きな問

題となり、その原因究明が念、がれるとのζとであったが、その要国の一つに「定休日Jのない現状も

見逃がせないとの結論であ。た。

ζの鵠にく 10月 24日〉漁協組合長、専務、指導部長と、青年幹部との懇談会がもたれ次の ζ と
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が話dれた。

1. 次回の理事会に乙の f定休臼Jについて話し合いの議題にしたい。

2. 近い内に組合理事と沢山の青年遼との意見交換の場所をもうけてほしい。

3. これだけ、青年遠の運動が盛り上っていれば、近い内に定休日化されるのではないかという ζ と

である。乙 ζで一つの現象が起きたのである。それは漁協組合が ζの正月にはf中止めにするというこ

とである。すなわち 12月28臼から、 1fl 4日までは船は出してはいけないという ζ とで、ある。 ζ

れはこの町の長い歴史の中で初めての出来どとであった。今まで 1年中自由に録業させていた組合の

処罷として磁期的な出来どとであった。青年逮は少なくても運動の成果として高く評俄したのである。

年も明け昭和48年 1月のある役員会議中、仲買人組合(市場でセザをして魚を売策する人達の総合〉

より懇談会の申し入れがあった。

2月 16日のことである。

乙の時の話しの内容は次の通りである。

1. 市場は月 z間休みにする。

2. 運動を強化し市場の休日の時にはf中止めにする方向でやってほしい。

3. 青年遼はもう少し漁業、町、市場、等について勉強したり、研修する場を沢山つくって進んでや

ってほしい。

とのことであった。

仲買人の方々のζの様な指織に対し、青年逮は大きな自信と希望を持ったのである。そして、町民

にζの運動が大きく広がり理解芯れていることを知ったのである。また青年透はそろそろどうにかな

りそうだという感触を得て、最後の詰として署名運動に入る決定をしたのである。もう一つは、その

頃漁協組合の玉虫事の選挙があり、その候補者に質問状を出し休日の考え方について回答を求めたので

ある@結果は全員必要だと答えてきた。そして 3fl 8日青年遠の役員会では次の事頃が話され決めら

れたのである。

1. 部分的な話し合いはもう終った。そろそろ全員一堂に会してみてはどうか。

2. 時期も 3fll 5日以降で海が荒れてf中に街ない夜設定するo

3. 脊年は出来るだけ多く、各!脅から集める ζと。

4. 当Bの進め方、資料の作り方について充分内容を考えて作成する ζと。

以上の様に決めたその日から作業に入ったのである。そしてついに話し合いの時が来た。 8月1¥)日

午後 6時、羅臼町公民館和室。

出席者

町側、町長、教育長、公民館長、水産謀長、漁協組合側、専務、常務、指導部長

漁民側、船頭部会長、車IJし綱部会長、養殖部会長、イカ釣部会長
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その他、仲買人の方、婦人会の役員

青年側iま、経背筋役員、漁協青年部役員、会員、計43名が集ったのである。

総数 80名程の人が一つの部屋に入ったのである。言葉にならない程の熱気で始められた。会議は次

の通りである。

青年額1)から今までの運動の過程で得た沢山の資料の中から、青年の町外流出、漁業労働のきびしさ、

それに共なう健康との問題、特に国保病院で開いた外科の，患者の多いのは一番忙しい 1-2月になり

内科は反対に 6月頃の一番鞍な時期に多くなる乙とtとれば忙しい時は少しぐらい慈くてもがまんす

る)など、また資源保護の衝からも休日は必要であると説明したのである。そして最後に組合側から

次の様に設明があった。一応 4月から 9月まで月 z回、第1・第 8日隠日を漁休日として沖止めにす

る。市場にも、漁要更にも乙の方向で指導して行きたい、との ζとであった。

しかし ζれには条件がついた。

1. 休みだといって次の日の仕事に支障がないように(特に二日酔で)0 

2. 仕事時間はさぼらず働くこと。

3司 休日を利用して研修会、学習会を実施してほしい、という ζとであった。

本格的に運動を始めて 8伴、このBをどれだけ夢みていた ζ とかo

ζの漁休日が一応、の成条をもって青年遠の今後の活動に期待がかけられたのである。 ζれからは商腹

側の完全実施、少数ではあるが農家の休a、それに 10月から 3月までの未解決期間の問題等合せて

「町民のEUとなる様に、まだまだ課せられた課題が沢山残されている。なかでも統一された定休日
そしてその定休日の活用方法、それに青年遠の学習意欲の促進等である。

4 まとめにかえて

当時の事苅笥はこう響いている。

「漁業青年遠の熱望していた休日が実現、 8日はその第 l自の定休日。 3年越しの運動をねばり強

さでかちとっただけに、家庭でゆっくりくつろいだり、郊外へ出かけたり、郷土を語る集会 L公民館

主催〉に出席するなど、思い思いの行動をしながら休日の意義ぞかみしめていた.沿岸漁業に従事す

る青年達が白からの手で休日を笑現したのは道内でもあまり例がない ζと。それだけに休日設定には

町民もる手を上げて賛成している。町長は fζれほど青年遠の結集した力を見た乙とがない、漁業の

町にとって一歩の前進だ。』と評価している。今後さらにこの毎月 2間の休日に商底関係も完全実施

を目指したいと意欲的。 ζ うした明るい前途を切り開いての休日がスタートした 8日は魚市場はもち

ろん人っ子一人いだい閉静さ。いつもなら荷揚げでにぎわっている繰自漁港岸壁はひっそりとしてい

た。漁業青年遼は家庭サーピスに家の前の庭鐙の手入れや物置きの整備をする風祭も見受けられ、子

ども逮を相手に野球をしたり、散歩して努臼への英気を養っているケースもあり、伊了あげて漁業を
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休み、春の一日を久びさに満喫していた。 Jとある。この記署長が示す様に ζの一日は本当に意義深い

ものであった。この運動で大きな力になったのは新聞である。上記の記事の様に、 ζの三三年間 ζの運

動の全てを記事としてのせてくれたのである。少々オーバーな内容もあったけれど、 ζれほど新聞が

大きな力になるとは思いもよらなかったζとである。公民館ではこの日を記念して前にも記した様に

「郷土を諮る集いjを開いた。町づくりでの現状と問題点などについて、郷土の学習をしたのである。

また 5Jlの休日には町民の森の緩樹、そして漁協婦人部は海岸や港の清掃とみな各々自分遠の手で休

白の活用について作り出して来た。

乙の運動で青年連は多くの勉強をした。人々が幸せになるためには、まず豊かな心と生活を持たな

ければならない。乙の願いに一歩でも二歩でも近づく ζとで運動が始まる。その運動の中で学習する。

ζれが社会教育の原点だと考える。私がこの青年遠の運動展開の中で社会教育主事としてやった ζと

は、資料収集、作成、分析等の方法であった。他には主に相談相手であった。私も多くの ζとを乙の

運動の過程で勉強した。学習の中から町づくり、自治とは、富家とはに広がっていく過程、社会教育

行政が今までどちらかというと行事主義、動員主義、形式主義にとらわれすぎていた ζ と。行事はあ

くまでも手段であって、目的ではないという基本的な考え方にたっていなかった。いやわすれていた

のではあるまいか。社会教育は結果ではなしその過程(運動)に意味があると云えるのである。す

なわち学習意欲、教育委求、自己相互教育、相互指導が社会教育の本質でなくてはいけない。 r休日j
が実施されてから 10年、乙の運動の中心的役割をなした青年迭は、今、 30代になっている。彼等

はいうまでもなく現在、町の中盤的活動家として活躍しているo一つの遂動が多くの人を育て、作って

いれまさしく教育である。(常呂町社会教育主事、前羅臼町勤務〉
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編 集 後 記

1 9 7 7年の第 8号以来、永らくとだえていた『護報』を、新たに『社会教育研究』と改題し、

ひさびさに刊行することができた。この間H::"研究室で進めてきた院生ゼミの成果を形のあるものに

しようと、研究室スタッフが執筆しまとめたものである。必ずしもできあがった論文でなくても、議

論の材料となるような問題提起を積極的に行なうことを各自がめざしている。『社会教育研究Jの名

に負けぬよう各自奮闘したつもりであるがどうであろうか。皆さんの厳しい御意見、御批判を仰ぎた

し、。

編集にとりかかったのは今年の 3月の ζ とである.. 4 - 6月期l入社会教育学会東北・北海道集会

や梶井功先生の集中講議など他の課題とも重なり、当初の予定を大憾に遅れてしまった。

もられている内容は、スタッフの問題関心にあわせて多方面にわたるカ1、 ζうした領域の広がりは

同時に研究室スタッフの広がりの反挟でもある。昨年は、美土路達雄先生がど退官、名寄女子短期大

学長になられ、さらに高倉嗣島先生も北海道大学医療短期大学部に移られた。研究室にとっても大き

な穴が生じたのであるが、同じく昨年7丹、鈴木敏正先生を研究室に迎える ζとができ、さらに今年

陀入って新しい院生、研究生も増えた。研究室も新しいメンバーを迎え、新たに充実に向かいつつあ

る。昨年着任された鈴木敏正先生は、社会教育論の領域に意欲的に挑戦されへゼミにおいても教育学

イ修士、学士たる院生諸氏を常に挑発され良い刺激を与えておられる。またニューフェイスである宮崎

・朝間・遠藤・石祭の院生、研究生は、原稿の遅れがg立つ先輩院生諸氏を尻自に早々と原稿を提出

した。今後の活躍が期待されると ζろである。

さらに当研究室の元研究生で常呂町社会教育主事の石渡さんから、貴重な実践をふまえた御寄稿を

いただけたのも喜:tiLい限りである。今後も現場からの答穏をお願いするようにしたい。

また研究笈の筆頭院生の泣鐙を永らくおめできた木村純氏が、 ζの8月をもって名等女子短期大学

に赴任される。研究室にとっては寂しい限りであるが、名容での今後の活躍を期待したし、。

最後になったが、高倉嗣品先生からは医療技術短期大学部に移られてからも、事実上当研究室のス

タップとして、研究推進にど尽力いただき、乙の『社会教育研究Jの編集にあたってもいろいろど指

導いただいた。本誌発行にあたって御協力をいただいた生協フリント部の諸氏と合わせて、ここに感

謝の意を表します。 L問中記〉
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